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Abstract
It is Mァell knottln that the thermal distortion of dye solution in a high energetic dye laser
become severe, compared Mァith a lo、v output energy dye laser  ヽヽ「e calculated the refractive
index distribution of the dye solution in high energetic dye laser and estirnated the equivalent
focal length of the dye cell lens caused by optical pumping heat
1.はじ め に 2.シュミレーション計算
高出力色素レーザの大出力化に伴って色素溶
液の熱的歪みがシビアな問題となることが知ら
れている1～→。そこで本研究では,一昨年から本
学で行われている熱的歪みのシュミレーション
計算のプログラムを基本とし, この計算の精密
化を行い,得られた色素溶液の屈折率分布より
等価焦点距離を算出した。
算出のパラメータ
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Fig.1にレーザヘッド断面図と理論計算のパ
ラメータを示す5,6)。前回の報告では,Fig.2に
示すように, フラッショランプの放電光波形を
矩形波と仮定し定常状態で計算を行った7,0。し
かしながら,実際の励起光波形は,ガウシアン
波形であって,時々 亥」々 と変化する。熱的歪み
も刻々と変化するはずである。
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